
○岡田議長 次に、矢田貝議員。

〔矢田貝議員質問席へ〕

○矢 田貝 議員 皆様 、 こんに ちは 。公 明党の 矢田 貝香織 でご ざい

ます 。令 和７年 ９月 議 会にお きま して 、１、 親子 を応援 する 「誰

でも 通園 制度」 につ い て、２ 、紙 おむ つのサ ブス クリプ ショ ンに

つい ての 大要２ 点の 質 問をさ せて いた だきま す。 当局の 皆様 にお

かれましては、積極的で明快な御答弁を期待しております。

ま ず、 大要１ 点目 、 親子を 応援 する 「誰で も通 園制度 」に つい

て、 意図 を持っ てこ の ような タイ トル をつけ させ ていた だき まし

た。

ま ずは 初めに 、乳 児 等通園 支援 事業 、いわ ゆる こども 誰で も通

園制 度の 見通し につ い て伺っ てま いり ます。 来年 度から 全て の自

治体 で実 施する こと に なって いる 乳児 等通園 支援 事業、 こど も誰

でも 通園 制度は 、多 様 な働き 方や ライ フスタ イル に関わ らな い形

での 支援 を強化 して い くため に、 現行 の幼児 教育 ・保育 給付 とは

別に 、新 たな事 業と し て創設 され るも のです 。ま ず、制 度に つい

て改 めて 御説明 をい た だき、 そし て、 本市と して 、事業 の対 象者、

想定 して いる利 用者 数 、事業 開始 時期 につい て確 認をさ せて くだ

さい。

○岡田議長 瀬尻こども総本部長。

○瀬 尻こ ども総 本部 長 こど も誰 でも 通園制 度に ついて でご ざい

ます が、 全ての 子ど も の育ち を応 援し 、子ど もの 良質な 成育 環境

を整 備す るとと もに 、 全ての 子育 て家 庭に対 しま して、 多様 な働

き方 やラ イフス タイ ル に関わ らな い形 での支 援を 強化す るた めの

通園 制度 でござ いま す 。対象 は生 後６ か月か ら満 ３歳未 満の 未就



園児 でご ざいま して 、 月１０ 時間 を上 限に、 就労 要件を 問わ ず、

時間 単位 で通園 でき る 仕組み とな って おりま す。 想定の 利用 者数

は現 在精 査して いる と ころで ござ いま して、 対象 年齢の 子ど もの

人口 や就 園率等 を踏 ま え、見 込み を立 てるこ とと してお りま す。

事業 開始 時期に つき ま しては 、令 和８ 年４月 の開 始に向 けて 現在

準備を進めているところでございます。

○岡田議長 矢田貝議員。

○矢 田貝 議員 分か り ました 。こ ども 未来戦 略に 基づき まし て、

こど も誰 でも通 園制 度 の創設 の議 論と いうの は令 和５年 度か ら始

まり まし た。そ の目 的 を受け 止め て今 年度か ら既 に取り 組ん でい

る自 治体 がある 一方 で 、こど も家 庭庁 がこの 制度 の本格 実施 に向

けた 検討 を行っ たの が 今年の ７月 とい うこと で、 まだま だ具 体的

にイ メー ジでき る状 況 でない とい うの も事実 でご ざいま す。 そう

いっ た中 で、本 市は 来 年度の ４月 の実 施に向 けて 準備を 進め てい

らっ しゃ るとい うこ と ですけ れど も、 現時点 で想 定の数 字が 出せ

ない とい うのは 、実 は 事業内 容ま で議 論が進 んで いない 、そ れが

実態 だろ うとい うふ う に受け 止め なけ ればい けな いのか なと いう

ふう に私 自身は 思っ て おりま す。 でも 、本来 私が 言いた いの は、

この 事業 につい ての こ とだけ では ない ところ を今 回の議 会質 問で

大き く申 し上げ たい と 思って おり ます ので、 予定 どおり 、こ の続

きも質問をさせていただくつもりでございます。

さ て、 この事 業実 施 主体は 市町 村で ござい ます 。事業 を運 営す

るに は本 市の許 可を 受 けなけ れば なら ないわ けで すが、 実施 者と

事業実施場所はどこを想定してるのか伺います。

○岡田議長 瀬尻こども総本部長。



○瀬 尻こ ども総 本部 長 事業 実施 者と 実施場 所に ついて でご ざい

ます が、 現時点 にお き まして 、令 和８ 年度の 事業 開始時 は、 公立

及び 民間 の保育 所、 認 定こど も園 、幼 稚園、 小規 模保育 所で の事

業の 実施 を想定 して お りまし て、 民間 の事業 所に つきま して は、

今のところは意向を伺っているところでございます。

○岡田議長 矢田貝議員。

○矢 田貝 議員 分か り ました 。そ れで は、本 市の 誰が、 その 想定

され る事 業所等 と具 体 的にど のよ うに 協議を され ている のか 、ま

たそ の協 議の中 でど の ような 意見 が出 ている のか 伺いま す。 そし

て、許可申請の見通しについてもお伺いいたします。

○岡田議長 瀬尻こども総本部長。

○瀬 尻こ ども総 本部 長 協議 の実 施状 況、意 見、 認可申 請の 見通

しに つい てでご ざい ま すが、 事業 の実 施に向 けた 協議と いた しま

して は、 子ども たち に とって より よい 取組と なる よう、 こど も総

本部 の職 員が保 育施 設 等の園 長会 など に出向 き、 制度内 容や 国の

動向 につ きまし て説 明 すると とも に、 当該制 度に 関心を 持つ 施設

に伺 い、 情報提 供や 事 業者の 疑問 につ いての 共有 など、 意見 交換

を行 って いると ころ で ござい ます 。協 議内の 意見 といた しま して

は、 短時 間利用 で保 護 者や子 ども の状 況が把 握し づらい との 懸念

や、 保育 士の確 保、 一 時預か り等 の既 存事業 との 兼ね合 いな どが

課題 とし て上が って お ります 。認 可申 請につ きま しては 、民 間の

保育 事業 者に意 向を 確 認した とこ ろ、 現在の とこ ろ、１ ２施 設か

ら実施の意向ありとの回答をいただいております。

○岡田議長 矢田貝議員。

○矢 田貝 議員 分か り ました 。こ の利 用時間 です けれど も、 一月



１０ 時間 を上限 とさ れ ている とい うこ とで、 子ど もの特 性で ある

とか 保護 者の意 向を 受 け入れ る側 が十 分に把 握で きない 可能 性が

ある とい う懸念 から 、 保育の 質の 低下 を心配 する 声が一 部あ るこ

とも 承知 をして おり ま すけれ ども 、今 、１２ 施設 が実施 の意 向を

示し てく ださっ てい る という こと で、 大変心 強く 思いま すし 、感

謝を 申し 上げた いと い うふう に思 いま す。こ の実 施に前 向き な事

業所 も、 また現 在検 討 中のと ころ に対 しても 、今 寄せら れて いる

疑問 、ま た課題 につ い て、早 急に 対応 してい ただ きたい とい うふ

うに 思い ますし 、ま た 聞き取 り、 説明 に動い てい らっし ゃる のが

総本 部の 職員さ んだ と いうふ うに 、総 本部長 、今 お答え にな りま

した けど 、私は 、こ こ は、こ ども 誰で も通園 制度 に関し ての 各園

の意 向を 伺って いく こ の機会 を通 して 、ぜひ とも 総本部 長自 ら、

市政 の、 この本 市の 子 ども政 策の 拡充 のため に、 ぜひ現 場に 足を

運ん でい ただき まし て 、職員 の皆 様、 また施 設管 理者等 の方 々と

今以 上の 意見交 換を 進 めてい ただ きた いとい うふ うに、 ぜひ とも

お願いをしたいと思います。

で は、 次に、 事業 の 利用方 法と 実施 方式に つい て、本 市は どの

よう な方 向性を 持っ て いるの か、 また その理 由も 含めて お伺 いい

たします。

○岡田議長 瀬尻こども総本部長。

○瀬 尻こ ども総 本部 長 本市 の利 用方 法と、 実施 方式の 方向 性と、

その 理由 につい てで ご ざいま すが 、利 用方法 とい たしま して は、

利用 する 園や日 時を 固 定せず に必 要な ときに 必要 なだけ 利用 する

柔軟 利用 と、利 用す る 園や日 時を 固定 して継 続的 に利用 する 定期

利用 の２ 種類が ござ い ます。 実施 方式 といた しま しては 、保 育所



等の 空き 定員の 枠を 活 用して 受入 れを 行う余 裕活 用型と 、定 員を

別に 設定 し、在 園児 と 合同ま たは 専用 室を設 けて 受入れ を行 う一

般型 の２ 種類が ござ い ます。 本市 の方 向性と 理由 につき まし ては、

事業 の実 施に当 たり 、 より多 くの 保護 者が利 用で きます よう 、利

用方 法と 実施方 法に つ きまし ては 、実 施施設 の確 保を最 優先 課題

といたしまして体制をつくってまいりたいと考えております。

○岡田議長 矢田貝議員。

○矢 田貝 議員 具体 的 な議論 が進 んで ないん だな という 印象 をや

はり受けます。

で は、 この聞 き取 り 、協議 の中 で出 てきた 意見 に対す る本 市の

見解、その対応についてはいかがでしょうかお伺いいたします。

○岡田議長 瀬尻こども総本部長。

○瀬 尻こ ども総 本部 長 事業 者か らの 意見へ の見 解と対 応に つい

てで ござ います が、 事 業者か ら出 てき た意見 とい たしま して は、

保護 者や 子ども の状 況 が把握 しづ らい ことや 、一 時預か り等 の既

存事 業と の違い が分 か らない こと など 、事業 者が 事業を 実施 する

に当 たり 懸念す る事 項 がある との 意見 を伺っ たと ころで ござ いま

す。 いた だいた 意見 を 踏まえ まし て、 本制度 の役 割や既 存制 度と

の違 いを 整理し 、事 業 者にお 示し しな がら懸 念等 の解消 を図 って

いきたいと考えております。

○岡田議長 矢田貝議員。

○矢 田貝 議員 最優 先 という のは 事業 実施施 設の 確保で ある とい

うこ とで ござい まし た 。なの で、 現在 のとこ ろは 、市の 方向 性と

いう のは 現時点 で示 せ る段階 では ない という 理解 をさせ てい ただ

きま すし 、また 今い た だいて る意 見、 疑問等 につ きまし て、 今後、



現制 度と の違い を整 理 しなが らそ れら の懸念 事項 に対応 して いく

とい うこ となん です け れども 、私 は、 正直申 し上 げまし て、 今の

スピ ード 感であ ると か 当局の 体制 で、 本当に うま く４月 に取 り組

んで 実施 ができ るの か という ふう に心 配をし てい るとこ ろで ござ

いま す。 まず本 市の 方 針があ って こそ 、審議 が始 められ るの では

ない かと いうふ うに 思 ってお りま すの で、こ の点 は指摘 をさ せて

いた だき たいと 思い ま すし、 なる べく 早い段 階で 議会に も、 途中

経過 で結 構でご ざい ま すので 、報 告を してい く、 そのこ とが 具体

的な 審議 が回り 出す こ とにも なる ので はない かな という ふう に考

えておりますので、意見として申し上げたいと思います。

で は、 次に、 制度 の 目的を 踏ま えた 条例制 定に ついて 伺っ てま

いり ます 。今年 ３月 に こども 家庭 庁か ら出さ れた こども 誰で も通

園制 度の 実施に 関す る 手引を 、私 なり に繰り 返し 読み返 して みま

した 。そ れぞれ の立 場 からの 制度 の意 義と自 治体 の役割 を示 され

たも ので ござい ます が 、こど も家 庭庁 の示し たこ の制度 実施 の意

義等 をど のよう に受 け 止めて いら っし ゃるの か、 またそ れぞ れの

観点 から 、その 意義 を バラン スよ く本 市の取 組に 生かす ため にど

のように取り組んでいくのか伺います。

○岡田議長 瀬尻こども総本部長。

○瀬 尻こ ども総 本部 長 制度 の意 義と 本市の 取組 方針に つい てで

ござ いま すが、 本制 度 は、保 護者 とと もに子 ども の育ち を支 える

制度 であ るとと もに 、 要支援 家庭 等を 早期に 把握 したり 、適 切な

サポ ート につな げた り する新 たな 機会 として の意 義を含 むこ とを

認識 して おりま す。 家 庭にい るだ けで は得ら れな い様々 な経 験を

通じ まし て子ど もが 成 長して いく よう 、子ど もの 育ちを 応援 して



いく こと 、また 保護 者 にとり まし ても 、専門 的な 知識や 技術 を持

つ人 との 関わり によ り 、子育 てに 対す る安心 や、 孤立感 、不 安感

の解 消に つなが ると 考 えてお りま す。 福祉、 保健 など各 分野 が連

携い たし まして 、全 て の子ど もと 家庭 を支え る観 点で取 り組 んで

まいりたいと思います。

○岡田議長 矢田貝議員。

○矢 田貝 議員 網羅 し ていた だい た御 答弁だ った と思い ます 。今

あり まし た要支 援家 庭 等の早 期発 見も 大切な 視点 だとい うふ うに

思い ます し、全 ての 分 野連携 をし て、 全ての 子育 て家庭 を支 援し

てい くと いう観 点か ら 取り組 まれ てい くとい うこ とでご ざい ます

ので、期待をしてまいりたいと思います。

さ らに 、総本 部長 の 御答弁 にも あっ たとこ ろに 私の思 いを 付け

加え させ ていた だき ま すと、 私は 、こ の人口 減少 に対応 しな がら、

こど もま んなか 社会 の 実現を 図る ため の保育 政策 全般の 中で 、全

ての 子ど もの育 ちの 応 援と、 全て の子 育て家 庭に 対する 支援 、そ

の一 つが こども 誰で も 通園制 度だ とい うふう に理 解をし てお りま

すが 、こ の点は こど も 総本部 長と 違い がござ いま すでし ょう か、

いか がで しょう か。 そ のよう な理 解の 下で、 本市 の推進 体制 を整

えて 、条 例制定 等の 事 業実施 に向 けた 検討を 進め ていく こと が大

変重要だと思いますが、御見解と現状をお伺いいたします。

○岡田議長 伊木市長。

○伊 木市 長 私 のほ う で答弁 をい たし ますが 、こ の制度 につ きま

して は、 既に先 行し て 実施し てい る自 治体が ござ います ので 、そ

うし た自 治体の 状況 な どもし っか り情 報収集 しな がら、 制度 を円

滑に 推進 してい きた い と考え てご ざい ます。 また 、今、 議員 が言



われ まし たよう に、 制 度の趣 旨で あり ます全 ての 子ども の育 ちを

応援 する という こと 、 また全 ての 子育 て家庭 に対 する支 援を 強化

する とい う観点 、そ の 観点か ら、 各課 が関わ って 横断的 な体 制で

取り 組む ことが 必要 で あると いう ふう に考え てお ります ので 、現

在、 担当 課を中 心に 連 携を取 りな がら 検討を 進め ており ます 。ま

た、 条例 制定に つき ま しても 、今 後、 国の動 向を 見なが ら、 必要

な条例となりますように準備を進めているところでございます。

○岡田議長 矢田貝議員。

○矢 田貝 議員 分か り ました 。準 備を 進めて おら れると いう 御答

弁で ござ いまし たけ ど も、次 年度 のこ ども誰 でも 通園制 度の 実施

に伴 って 、現在 の米 子 市こど も計 画の 変更で いか れるの か、 ある

いは 別の 計画を 策定 し ていく のか 、こ の点は どの ように お考 えで

しょうかお伺いいたします。

○岡田議長 瀬尻こども総本部長。

○瀬 尻こ ども総 本部 長 こど も計 画と の関係 につ いてで ござ いま

すが 、本 制度の 実施 に 当たり まし て、 今後の 量の 見込み 、確 保方

策を 策定 する必 要が あ ります 。現 在、 現行の こど も計画 を改 定し、

こど も誰 でも通 園制 度 の内容 を盛 り込 む方向 で検 討して おり ます。

○岡田議長 矢田貝議員。

○矢 田貝 議員 分か り ました 。で は、 ４月の 実施 に向け た事 務的

スケ ジュ ールに つい て も伺っ てま いり たいと 思い ます。 いか がで

しょうか。

○岡田議長 瀬尻こども総本部長。

○瀬 尻こ ども総 本部 長 実施 に向 けた 事務的 スケ ジュー ルに つい

てで ござ います が、 今 年の秋 頃を めど に、本 事業 の量の 見込 み、



確保 方策 につき まし て 子ども ・子 育て 会議に おき まして 御審 議い

ただ いた 後、市 議会 へ の報告 を予 定し ており ます 。条例 制定 につ

きま して は、国 の動 向 を踏ま えて では ござい ます が、年 内を めど

に制 定を 考えて おり ま す。実 施施 設や 認可申 請等 につき まし ては、

令和 ８年 ４月の 実施 に 向けて 準備 が整 い次第 、保 護者や 事業 者に

速やかに情報提供を行ってまいります。

○岡田議長 矢田貝議員。

○矢 田貝 議員 あり が とうご ざい ます 。今の ずっ とお話 の中 で、

この こと を進め てい く ことに 担当 課を 中心に とい うふう にお っし

ゃい まし たけど 、そ の 担当課 とい うの が、私 自身 は明確 にな って

ない ので はない かと い うふう に思 いま す。計 画策 定のと きに 動く

課も あれ ば、具 体的 に 誰でも 通園 制度 を実施 して いくた めに 、現

場の 施設 等に出 向い て 説明を しな がら 本市の 組立 てをし てい くと

いう 担当 課と、 それ ぞ れが今 連携 を取 ってい るか ら進ん でい るよ

うに 答え られま すけ ど 、どう して この スピー ド感 に私が 不安 を持

つか とい います と、 ど こが責 任を 持っ て形を つく り上げ てい くの

かと いう のが伝 わっ て こない から なの であり ます 。いず れに して

も、 こど も計画 の改 定 に向か うに して も、ま ず本 市の方 針と 見込

みの 数値 があっ て審 議 が進む もの と思 います ので 、計画 改定 のた

めの 準備 は早急 にし っ かりと お進 めい ただき たい という ふう に思

います。

さ て、 次に、 （３ ） の親子 誰で も通 園によ る親 育ち支 援に つい

て伺 って まいり ます 。 既存の 政策 の一 つであ る一 時預か り事 業が

保護 者の 立場か らの 必 要性に 対応 する もので ある のに対 して 、こ

ども 誰で も通園 制度 は 、家庭 にい るだ けでは 得ら れない 様々 な経



験を 通じ て子ど もが 成 長して いく よう に、子 ども の育ち を応 援す

ると いう ことを 主な 目 的とし て、 一般 的には 言わ れるこ とが 多い

よう に感 じてお りま す 。一方 で、 私が 少し気 にな ってい るこ とは、

子ど もと 離れる 時間 が でき、 保護 者の 負担感 が軽 減する こと を優

先的 に受 け止め てし ま う危険 があ るの ではな いか なとい うふ うに、

この 制度 の意義 が、 先 ほども こど も家 庭庁の 資料 のこと から 申し

上げ まし たけど 、立 場 によっ てそ れぞ れその 意義 を示さ れて いる

とい うこ とで、 この 制 度その もの がす っきり しな いとこ ろに これ

が通 じる ように 感じ て いると ころ でご ざいま して 、私は 、保 護者

にも 、専 門職や 地域 の 応援の 方々 、ま た子育 て仲 間との 交流 が求

めら れて いる、 この こ とを外 して はな らない とい うふう に思 って

おり ます 。親子 が離 れ ること の大 切さ もある けれ ども、 親子 一緒

に体 験す ること のよ さ もある と考 えて おり、 あえ てこの ３つ 目の

質問 に、 親子誰 でも 通 園、そ して 親育 ち支援 と言 わせて いた だい

たと ころ でござ いま す 。こど もま んな か社会 の実 現を図 る保 育政

策を 、親 子を応 援す る 保育政 策と して 本市独 自の 取組と して いく

可能 性に ついて 、こ の ３番目 のと ころ では議 論さ せてい ただ きた

いというふうに思います。

ま ず、 本市に は親 子 で安心 して 通え る場所 とし てどの よう なと

ころ があ り、安 心し て 過ごせ る機 会と してど のよ うな取 組を 行っ

ているのかお伺いいたします。

○岡田議長 瀬尻こども総本部長。

○瀬 尻こ ども総 本部 長 親子 で安 心し て通え る場 所や機 会の 本市

の取 組に ついて でご ざ います が、 本市 では、 市内 ７か所 の子 育て

支援 セン ターや 児童 文 化セン ター がご ざいま して 、親子 が安 心し



て過 ごし 、交流 でき る 場を設 けて いる ところ でご ざいま す。 この

ほか 、地 域への こど も 園の開 放や 、家 庭教育 支援 チーム によ る子

育て ・親 育ち講 座タ ム タムス クー ルの 開催、 各地 域で開 催さ れて

いる 子育 てサー クル の 支援、 出産 後１ 年まで の母 親に対 する 相談

や必 要な ケア等 を行 う 産後ケ ア事 業、 様々な イベ ントの 開催 や育

児相 談の 場を設 ける こ とで、 家庭 での 孤立を 防ぎ 、子育 てに 関す

る学 びと つなが りを 得 られる 環境 を整 えてい ると ころで ござ いま

す。 また 、この よう な 場所や 取組 につ きまし ては 、市の ホー ムペ

ージ 、子 育てア プリ 、 よなご 子育 てサ ポート ブッ クを活 用し なが

ら、 市内 外の子 育て 世 帯に向 けて 情報 発信に 取り 組んで おり ます。

○岡田議長 矢田貝議員。

○矢 田貝 議員 乳幼 児 期の子 育て 、親 育ちを 支え る取組 がい かに

多い かと いうこ とを 改 めて感 じさ せて いただ きま した。 これ らを

親子 誰で も通っ てい け る場所 とし て位 置づけ られ ないか とい う思

いからの質問でございます。

さ て、 こども 誰で も 通園制 度で は、 子ども が慣 れるま では 親子

通園 も可 能とい うこ と でござ いま すけ れども 、こ れは実 は実 施形

態に も、 できる かで き ないか とい うの が変わ って くるだ ろう とい

うふ うに 思いま す。 先 ほど利 用方 法、 実施方 法に つきま して 、今、

市と して 具体的 な方 向 性は持 って いな いとい う御 答弁で ござ いま

した けれ ども、 この 親 子通園 につ きま しても 事業 実施者 にお 任せ

になるのか、どのようにお考えになっているのか伺います。

○岡田議長 瀬尻こども総本部長。

○瀬 尻こ ども総 本部 長 親子 通園 の実 施方針 につ いてで ござ いま

すが 、本 市で一 定の 基 準を設 ける こと を検討 して おりま すが 、実



施形 態、 保育施 設や 事 業所の 状況 も踏 まえま して 、また 子ど もの

状況 によ りまし ては 柔 軟な対 応が 求め られる こと も想定 され ます

ことから、慎重に検討していきたいと考えております。

○岡田議長 矢田貝議員。

○矢 田貝 議員 分か り ました 。現 在の 聞き取 りの 中でも 、こ の一

時預 かり 等の関 係と か 、いろ いろ と御 心配な こと も出て いる とい

うふ うに おっし ゃい ま した。 先ほ ど種 々御紹 介い ただい た今 の取

組、 通え る場所 とか 機 会、そ れら との 関係は どの ように 整理 して

いかれるのか、現在のお考えについて伺いたいと思います。

○岡田議長 瀬尻こども総本部長。

○瀬 尻こ ども総 本部 長 既存 の親 子支 援の場 の関 係性に つい てで

ござ いま すが、 既存 の 親子支 援の 制度 とこど も誰 でも通 園制 度が

補完 し合 うこと で、 多 様な働 き方 やラ イフス タイ ルに関 わら ない

形で 、全 ての子 育て 家 庭に対 しま して 支援を 強化 できる と考 えて

おります。

○岡田議長 矢田貝議員。

○矢 田貝 議員 分か り ました 。今 、補 完し合 うこ とで支 援を 強化

でき ると いう総 本部 長 のお答 え、 私も 全く同 じ思 いでご ざい ます。

で すか ら、そ の思 い が共有 でき てい るんで すけ れども 、じ ゃあ、

その 補完 し合え るよ う に、具 体的 にど のよう に本 市の仕 組み とし

て引 き上 げてい くの か という 、ど のよ うに整 理し ていく のか とい

う現在のお考えについて、再度質問させていただきます。

○岡田議長 瀬尻こども総本部長。

○瀬 尻こ ども総 本部 長 具体 的に どの ように つく り上げ てい くか

とい うお 尋ねで ござ い ます。 具体 的に は、親 子で 利用す る子 育て



支援 セン ター等 の制 度 と、基 本的 には 子ども が利 用する こど も誰

でも 通園 制度と で利 用 形態は 異な りま すが、 いず れも親 子の 子育

てへ の支 援や相 談対 応 など共 通す る支 援でご ざい まして 、保 護者

に対 しま しては 選択 肢 の幅が 広が るも のと考 えて おりま す。 それ

ぞれ の子 育てサ ービ ス の場に おき まし て、親 子の 様子を 見守 りつ

つア ンテ ナを高 く張 り 、不安 を抱 えて いそう な親 子に対 しま して

は、 より 適した 支援 に つなげ れる よう 、市が 主導 しつつ 、そ れぞ

れの制度の連携体制強化に努めていきたいと考えております。

○岡田議長 矢田貝議員。

○矢 田貝 議員 ぜひ 、 総本部 長、 よろ しくお 願い をした いと いう

ふうに思います。

そ こで 、国が 示す こ ども誰 でも 通園 制度に 加え て、専 門職 が寄

り添 える 施策と して 、 今ある 助産 師に よる産 後ケ アサー ビス であ

ると か子 育て支 援セ ン ターの 利用 、あ るいは 、家 庭教育 支援 の取

組な どを 複合的 に利 用 できる よう な米 子市独 自の 米子親 子誰 でも

通園 モデ ルをつ くり 上 げてい って はい かがか とい うふう に、 改め

て提案をさせていただきます。御所見を伺います。

○岡田議長 瀬尻こども総本部長。

○瀬 尻こ ども総 本部 長 本市 独自 の親 子誰で も通 園モデ ルに つい

てで ござ います が、 こ ども誰 でも 通園 制度が 円滑 なスタ ート が切

れま すよ う、ま ずは そ れぞれ の事 業を しっか りと 運用し てい くこ

とから始めたいと考えております。

○岡田議長 矢田貝議員。

○矢 田貝 議員 私は 、 こども 総本 部長 目線が 、こ ども誰 でも 通園

制度 の円 滑なス ター ト にとど まっ てい るとい うこ とが少 し残 念に



聞こ えま す。伊 木市 長 は、３ 期目 の公 約に掲 げら れてい るも のの

１点 目が 、教育 の充 実 と子育 てし やす いまち づく りであ ると いう

ふう に私 は認識 をし て おりま す。 市長 からは 、子 どもの 学び や活

動の 拠点 の充実 、ま た 部活動 の地 域展 開の支 援、 学校図 書の 充実

やイ ンク ルーシ ブ教 育 の推進 など 、具 体的に 子育 て支援 のこ とを

取り 組ん でいく とい う ことを 聞い てお ります が、 改めて 、こ ども

未来 戦略 と、全 ての 子 どもの 育ち 、全 ての子 育て 家庭へ の支 援を

強化 する という この 制 度の根 本を 理解 をされ まし て、本 市の 諸施

策の 積極 的な実 行、 米 子市版 の親 子誰 でも通 園の 形につ いて 御議

論を いた だきた いと い うふう に、 強く 求めさ せて いただ きま す。

また 、本 市が実 施し て いる様 々な 保育 政策を 、人 口減少 に対 応し

たこ ども まんな か社 会 の実現 を図 るた めの親 子支 援、親 育ち 支援

の議 論を 進めて いく 、 そのた めに も、 このこ ども 総本部 内の 体制

を明 確に してい くと い うこと は大 変重 要にな って くると 思い ます

ので 、重 ねてに なり ま すけれ ども 、お 願いを して おきた いと いう

ふうに思います。

さ て、 親子で 様々 な 体験や 子育 て仲 間との 交流 の場所 とい うの

は、 米子 市内に 限る も のでは ない とい うふう に考 えます 。近 隣の

市町 村と の子育 て支 援 施設の 相互 利用 につい て、 現状と 課題 、ま

たどのようなニーズを把握しているのか伺います。

○岡田議長 瀬尻こども総本部長。

○瀬 尻こ ども総 本部 長 近隣 市町 村と 施設相 互利 用の現 状、 課題、

ニー ズに ついて でご ざ います が、 現在 の子育 て支 援セン ター は、

近隣 市町 村と相 互利 用 がある こと を認 識して おり ます。 また 、子

育て 支援 センタ ーの 利 用につ きま して は、休 日開 所のニ ーズ があ



るこ とを 把握し てお り 、本年 度か ら、 東こど も園 舎内の 子育 てひ

ろば 支援 センタ ーの 土 曜日の 開所 を開 始した とこ ろでご ざい ます。

○岡田議長 矢田貝議員。

○矢 田貝 議員 分か り ました 。本 市は 子育て 支援 センタ ーが ７つ

あり ます けれど も、 利 用され てい る保 護者、 子ど もを支 援す るた

めに 職員 を配置 して い ます。 施設 とし ては充 実を しつつ あり まし

て、 親の 働き方 、ラ イ フスタ イル にか かわら ず利 用でき る場 所と

なるための御努力も、今の説明からも理解をいたしました。

ま さに 子育て 支援 セ ンター は、 親子 が誰で も通 ってい ける 場所

だと いう ふうに 思い ま す。そ して 、本 市の子 育て 支援セ ンタ ーは

保育 園と の併設 であ っ たり、 また 隣接 をして おり 、こど も誰 でも

通園 制度 でいう とこ ろ の、子 ども が慣 れるま で実 施でき る親 子通

園の 役割 も担え ると い う可能 性が ある という ふう に考え ます 。ま

た、 さら に、そ うな る ように 職員 の確 保、体 制も 改め、 強化 して

いた だき たいと いう ふ うに思 って おり ます。 そこ で、子 育て 支援

セン ター のサー ビス 拡 充と体 制強 化に ついて 、現 状と課 題認 識、

そして今後の方針についてお伺いいたします。

○岡田議長 伊木市長。

○伊 木市 長 ま ず、 子 育て支 援セ ンタ ーにつ きま しては 、親 子が

過ご せる 場、ま た子 育 て親子 の交 流の 場であ りま すとと もに 、子

育て 等に 関する 相談 の 実施と いう 重要 な役割 を担 ってお りま す。

その ため 確保す る職 員 につき まし ては 、専門 的な 支援を 安定 的に

提供 でき ますよ う、 原 則とし て保 育士 資格を 有す る職員 を地 域子

育て 支援 アドバ イザ ー として 配置 をし 、適切 な運 営に努 めて いる

ところでございます。



サ ービ スの拡 充に つ きまし ては 、今 年度よ り、 子育て ひろ ば支

援セ ンタ ーにお きま し て土曜 日の 開所 を開始 いた しまし たが 、現

時点 では 土曜日 は平 日 を上回 る利 用者 数が確 認さ れてお りま して、

高い ニー ズがあ るも の と認識 をし てお ります 。今 後にお きま して

は、 保育 士資格 を有 す る人材 をさ らに 確保し てい きます こと や、

土曜 日の 開所の セン タ ーを増 やす など 、サー ビス の拡充 と、 それ

に伴 う運 営体制 の充 実 に向け た検 討が 必要で ある と考え てお りま

す。

○岡田議長 矢田貝議員。

○矢田貝議員 ありがとうございました。承知いたしました。

現 実は 、地域 子育 て 支援ア ドバ イザ ーの皆 様が 使命感 を持 って

懸命 に働 いてく ださ っ ている こと によ って、 子育 て支援 セン ター

が支 えら れてい ると い うふう に思 って おりま す。 感謝申 し上 げた

いと 思い ます。 さら に 、この 保育 現場 で働く 方、 子育て 支援 セン

ター で働 いてく ださ る 方々が 誇り を持 って本 市の 子ども 政策 をお

支え いた だくた めの 人 材、そ の人 材が 確保で きる ために 、処 遇改

善も 併せ て御検 討い た だきた いと いう ふうに 求め ます。 今後 は、

今、 市長 が御答 弁い た だいた よう な具 体的な 取組 がきち っと 進ん

でいくように、私自身、注視してまいりたいと思います。

ま た、 今日は 質問 を いたし ませ んけ れども 、人 材不足 や働 き方

の課 題か ら、土 曜日 、 日曜日 の開 所を 増やせ ばほ かの曜 日を 休館

日に しな ければ いけ な いとい う現 状、 このこ とを ぜひ乗 り越 えて

いた だき たいと いう ふ うに強 く申 し上 げます 。子 育て支 援セ ンタ

ーが 真に いつで も親 子 が安心 して 過ご せる場 所と なるよ う、 強く

体制構築を求めさせていただきます。



次 に、 先ほど は、 近 隣市町 村の 子育 て施設 の相 互利用 があ るこ

とを 把握 してい ると い うこと でご ざい ました けれ ども、 本市 子育

て支 援セ ンター の市 外 からの 利用 状況 や、逆 に本 市の子 育て 家庭

の近 隣の 子育て 支援 セ ンター の利 用状 況につ いて は、ど のよ うに

把握をされているのかお伺いいたします。

○岡田議長 瀬尻こども総本部長。

○瀬 尻こ ども総 本部 長 広域 的な 利用 状況の 把握 につい てで ござ

いま すが 、子育 て支 援 センタ ーの 職員 と利用 者と の日常 的な 会話

を通 じま して、 市外 か らの利 用さ れる 方が一 定数 おられ るこ とは

把握 して おりま す。 ま た、市 外の 支援 センタ ーか らの情 報提 供に

より ます と、本 市の 子 育て家 庭が 近隣 の市町 村の 支援セ ンタ ーを

利用されるケースも確認しているところでございます。

○岡田議長 矢田貝議員。

○矢 田貝 議員 分か り ました 。本 当に 誰でも 利用 できる わけ です

から 、私 自身も 、子 育 て支援 セン ター の利用 はあ りませ んけ ど、

じゃ あ図 書館は とい い ますと 、市 外で あって も利 用いた しま す。

そう いっ た公的 な施 設 ですの で、 多く の、今 の時 代は車 が普 通に

あり ます ので、 生活 圏 域であ れば 、親 子の安 心の 場所と して 居住

地関 係な く施設 を利 用 してい らっ しゃ るとい うこ とがよ く分 かり

ます。

そ こで 、国が 目指 す こども まん なか 社会を 目指 して、 今後 の子

育て 支援 サービ スを 充 実させ てい くた めに広 域で 取り組 んで いけ

るこ とが あるよ うに 考 えるん です けれ ども、 御所 見と現 状に つい

てお伺いいたします。

○岡田議長 瀬尻こども総本部長。



○瀬 尻こ ども総 本部 長 近隣 市町 村と の広域 連携 につい てで ござ

いま すが 、こど も誰 で も通園 制度 や子 育て支 援セ ンター は、 利用

者が 居住 地以外 の施 設 を利用 する こと が可能 な施 設でご ざい ます

が、 保育 士や実 施可 能 な保育 施設 には 限りが ある ため、 今後 、子

育て 支援 におけ る近 隣 市町村 との 連携 はさら に重 要性を 増す と考

えて おり ます。 現状 に つきま して は、 一時預 かり 事業に つき まし

て利 用者 の選択 肢が 増 えるよ う、 近隣 自治体 との 相互利 用に つい

て検 討し ている とこ ろ でござ いま す。 様々な 子育 て支援 サー ビス

につ きま しては 、広 域 的な利 用ニ ーズ がある と認 識して おり ます

が、 今後 、広域 利用 の 在り方 につ きま しては 検討 する必 要が ある

と考えております。

○岡田議長 矢田貝議員。

○矢 田貝 議員 分か り ました 。働 き方 が多様 化し ていく 中で 、利

用し たい ときに 天候 に 関係な く自 由に 利用で きる 場所、 そし て、

ゆっ たり と過ご せる 場 所とい うの は、 本当に ニー ズが高 くな って

きて いる という ふう に 思いま す。 親子 にとっ てと ても大 切な 場所

だと 思い ます。 現在 検 討され てい る近 隣市町 村と の話合 いの 内容

が大きく実現していくことを期待をしております。

現 在、 野村総 合研 究 所の顧 問を 務め られて いる 元総務 大臣 、前

岩手 県知 事の増 田寛 也 氏の講 演を 聞く 機会が ござ いまし た。 人口

減少 社会 を生き 抜く た めの講 演で ござ いまし た。 増田氏 は、 暮ら

しを 支え るため の持 続 可能な 地方 財政 の在り 方に 関する 研究 の１

０分 野の 一つに 保育 が あると いう こと を、強 調は されま せん でし

たけ ども 、その １０ の 分野の 中に 保育 がある とい う紹介 もし てお

られ まし た。事 務処 理 につい ては 、市 町村優 先の 原則の 下に 、国



や県 が市 町村の 検討 を 支援す る方 針だ という こと も学ん で帰 った

ところでございます。

そ こで 、何が 言い た いかと いう こと でござ いま すけれ ども 、ぜ

ひ当 局の 皆様に は、 国 の方針 を受 けて 具体的 に取 り組ん でい くの

は私 たち 市の役 割な ん だ、こ の自 覚に 立って いた だきま して 、国

や県 が具 体的な 内容 を 示すの を待 つば かりで はな くて、 我が 市、

米子 市と してど のよ う にして 取り 組ん でいく のか 、その こと を積

極的 に議 論を進 めて い ただき たい とい うこと です 。この こと を求

めまして、大要１の質問を終わります。

次 に、 大要２ に移 り たいと 思い ます 。紙お むつ のサブ スク リプ

ションについてでございます。

園 児の 手荷物 に関 す る負担 軽減 につ いて伺 いま す。公 立保 育園

に通 う園 児の手 荷物 の 現状と 、特 に、 おむつ につ いての 保護 者と

保育士の負担について、現状認識をお伺いいたします。

○岡田議長 瀬尻こども総本部長。

○瀬 尻こ ども総 本部 長 保護 者と 保育 士の負 担に ついて でご ざい

ます が、 保育園 に通 う 上で、 保護 者は 給食セ ット やタオ ルや 紙お

むつ 等を 準備す る必 要 があり まし て、 特に紙 おむ つにつ きま して

は、 子ど もごと に１ 枚 １枚記 名が 必要 である こと から、 保護 者に

とり まし て負担 が大 き いと伺 って おり ます。 また 、保育 現場 にお

きま して は、紙 おむ つ は園児 ごと の管 理で、 残数 の確認 や保 護者

への 声か けなど の手 間 が生じ るこ とか ら、保 護者 及び保 育士 双方

にと りま して、 紙お む つの管 理と 提供 は負担 にな ってい ると 認識

しております。

○岡田議長 矢田貝議員。



○矢 田貝 議員 私の 子 育て時 代は 、布 の成形 とい います か、 形づ

くら れた 紙じゃ ない お むつが あり まし て、ち ょっ とブー ムだ った

のか なと いうふ うに 思 うんで すけ ど、 おむつ につ きまし て、 流れ

があ るん だろう とい う ふうに 思い ます けど、 今、 九十何 ％、 ほと

んど の御 家庭で 紙お む つを使 用さ れて います 、１ ００％ かど うか

は別 にい たしま して 。 私の知 って いる 声かけ れる 方に聞 きま すと、

産院 、そ の出産 した と ころの 施設 が何 のおむ つを 使って いた のか

とい うこ とで、 何の 深 い考え もな く、 そのも のが いいん だな とい

うこ とで 、それ を退 院 後も使 って いる んだと いう 声を聞 いた りも

いた しま した。 この 保 護者、 また 保育 士業務 の負 担軽減 とし て、

紙お むつ のサブ スク リ プショ ンを 導入 すると いう ことが 増え てお

りま すけ ども、 まず 、 このお むつ のサ ブスク とは どうい うも のか

とい うの を御説 明を い ただき まし て、 市とし ては 、メリ ット 、デ

メリ ット 等も含 めて ど のよう な見 解を 持って いら っしゃ るの かお

伺いをいたします。

○岡田議長 瀬尻こども総本部長。

○瀬 尻こ ども総 本部 長 紙お むつ のサ ブスク リプ ション につ いて

でご ざい ますが 、定 額 料金で 紙お むつ を定期 的に 届けて もら える

サー ビス でござ いま し て、メ リッ トと いたし まし ては、 保育 施設

に直 接届 く場合 は、 保 護者の 紙お むつ の持参 、記 名、持 ち帰 りが

不要 とな りまし て、 保 育現場 にお きま しては 、紙 おむつ 管理 の手

間の 削減 が期待 でき る と考え てお りま す。一 方、 デメリ ット とい

たし まし ては、 保護 者 にとり まし ては 、家か ら紙 おむつ を持 参す

るより割高になるケースがあることが考えられます。

○岡田議長 矢田貝議員。



○矢 田貝 議員 割高 に なるケ ース があ ること が考 えられ ると いう

こと 、私 も、そ う言 わ れます と、 例え ばトイ レト レーニ ング を始

めた とき に、お むつ の 枚数が 圧倒 的に 少なく なっ てくる 。そ うい

った タイ ミング なの か なとい うふ うに 思いま して 、２歳 、３ 歳の

とき まで このサ ブス ク を使っ てい くの かとい うよ うなと ころ に御

心配 があ るのか なと い うふう に思 った ところ でご ざいま す。 です

が、 そも そもこ の価 格 だけで はな くて 、精神 的な 負担軽 減も 考え

て、 メリ ットを 感じ て 定額契 約し てい くとい うの は個人 でご ざい

ます 。ま た、サ ブス ク の契約 解除 の時 期も各 家庭 で御判 断さ れる

もの だと いうふ うに 、 基本的 には 考え ており ます 。そし てメ リッ

トは 、総 本部長 が今 御 答弁い ただ いた ように 、保 護者に も、 また

保育 士に も負担 軽減 し ていく こと がで きると いう ふうに 、私 も考

えているところでございます。

そ れで は、市 立保 育 園にお ける 紙お むつの サブ スク導 入に つい

てはどのようにお考えでしょうかお伺いいたします。

○岡田議長 瀬尻こども総本部長。

○瀬 尻こ ども総 本部 長 紙お むつ のサ ブスク リプ ション の導 入に

つい てで ござい ます が 、本市 とい たし まして も、 効果が 期待 され

ます こと から、 この た び保護 者と 保育 士の負 担軽 減に効 果が ある

か実 証を 行う予 定と し ており まし て、 実証を 行う 園はね むの 木保

育園 で、 令和７ 年１ ０ 月から １２ 月ま での２ か月 間の実 施を 行う

予定でございます。

○岡田議長 矢田貝議員。

○矢 田貝 議員 分か り ました 。県 内で は琴浦 町が サブス クを 導入

され てお りまし て、 町 として の補 助も 行って おら れます 。ま た、



本市 にお いても 、お む つの定 額サ ービ スを取 り入 れてい らっ しゃ

る事 業所 もあり ます 。 実際に お話 を伺 ってま いり ました 。何 の抵

抗も なく 、また 時代 の 要請と して 、時 間をか けて その事 業者 が準

備を 始め たので 、抵 抗 なく保 育士 の皆 さんに も、 また保 護者 の皆

様に も受 け入れ ても ら ってい ると いう ことで ござ いまし た。 この

実証 後の 検証に 当た っ ては、 そう いっ た実際 に導 入され てい る現

場の 声と 保護者 の皆 様 の声も 聞き なが ら導入 に向 かえる もの なの

か、 前向 きに御 協議 い ただき たい と思 います が、 いかが でし ょう

か。

○岡田議長 瀬尻こども総本部長。

○瀬 尻こ ども総 本部 長 今後 の方 針に ついて でご ざいま すが 、本

格的 な導 入につ きま し ては、 今後 予定 してお りま す実証 にお きま

して 、保 護者及 び保 育 士双方 から 意見 を伺い まし て、効 果を 検証

した後に判断していきたいと考えております。

○岡田議長 矢田貝議員。

○矢田貝議員 分かりました。よろしくお願いいたします。

以 上で 本日の 私の 質 問は終 わり ます けれど も、 米子市 政の 真ん

中に 、全 ての子 ども 、 全ての 子育 て家 庭を応 援す る機運 を、 まず

職員 の皆 様方か ら高 め られま して 、子 ども政 策、 福祉政 策が 進む

ことを期待を申し上げます。以上で終わります。


